
医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。  
 
 
 

  2024 年 9 月    
 

アルツハイマー型、レビー小体型認知症治療剤 
ドネペジル塩酸塩口腔内崩壊錠 

 

Donepezil Hydrochloride O.D. Tablets「KAKEN」 

 

このたび、標記製品の「使用上の注意」を以下のとおり改訂しましたので、お知らせいたします。 

今後のご使用に際しましては、本改訂内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。 

 

■改訂内容（    ：削除部分） 

改 訂 後 改 訂 前 

10. 相互作用 
本剤は、主として薬物代謝酵素 CYP3A4 及び一部

CYP2D6 で代謝される。［16.4 参照］ 
10.2 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・ 
措置方法 機序・危険因子 

（省略、変更なし） 
コリン賦活剤 
アセチルコリン塩化物 
カルプロニウム塩化物 
ベタネコール塩化物 

コリンエステラーゼ阻

害剤 
（省略、変更なし） 
 
 

迷走神経刺激作用

などコリン刺激作

用が増強される可

能性がある。 

本剤とともにコ

リン作動性の作

用メカニズムを

有している。 

（省略、変更なし） 
中枢性抗コリン剤 
トリヘキシフェニジ

ル塩酸塩 
ピロヘプチン塩酸塩 
ビペリデン塩酸塩等 

アトロピン系抗コリン剤 
（省略、変更なし） 
 
 

本剤と抗コリン剤

は互いに干渉し、

それぞれの効果を

減弱させる可能性

がある。 

本剤と抗コリン

剤の作用が、相

互に拮抗する。 

（省略、変更なし） 
 

10. 相互作用 
本剤は、主として薬物代謝酵素 CYP3A4 及び一部

CYP2D6 で代謝される。［16.4 参照］ 
10.2 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・ 
措置方法 機序・危険因子 

（省略） 
コリン賦活剤 
アセチルコリン塩化物 
カルプロニウム塩化物 
ベタネコール塩化物 
アクラトニウムナパ

ジシル酸塩 
コリンエステラーゼ阻

害剤 
（省略） 

迷走神経刺激作用

などコリン刺激作

用が増強される可

能性がある。 

本剤とともにコ

リン作動性の作

用メカニズムを

有している。 

（省略） 
中枢性抗コリン剤 
トリヘキシフェニジ

ル塩酸塩 
ピロヘプチン塩酸塩 
マザチコール塩酸塩

水和物 
ビペリデン塩酸塩等 

アトロピン系抗コリン剤 
（省略） 

本剤と抗コリン剤

は互いに干渉し、

それぞれの効果を

減弱させる可能性

がある。 

本剤と抗コリン

剤の作用が、相

互に拮抗する。 

（省略） 
 

 

■改訂理由 

同一成分薬の使用上の注意の改訂に伴い、自主改訂により「併用注意」の項を改訂いたしました。 
 

使用上の注意改訂のお知らせ 
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・  今回の改訂内容は、「医薬品安全対策情報（DSU）No.329」（2024年9月）に掲載されます。  
・  最新の電子化された添付文書は、PMDAホームページ「医薬品に関する情報」（https://www.pmda.go.jp/safety/ 

info-services/drugs/0001.html）及び弊社ホームページ（https://www.kaken.co.jp/medical/index.html）でご覧いただ

くことができます。また、添付文書閲覧アプリ「添
てん

文
ぶん

ナビ®」を利用し、 
GS1バーコードを読み取ることでご覧いただくこともできます。 
 

ドネペジル塩酸塩 OD 錠「科研」の GS1 バーコード 

 

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html
https://www.kaken.co.jp/medical/index.html

